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表現者に活動の場を提供するNPO法人KOMPOSITION（本社：東京都渋谷区、代表理事：寺井元一）・

不動産流動化事業を行う株式会社アトリウム（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：宮内秀機）・

安田不動産の100％子会社で駐車場事業を展開する安田開発株式会社（本社：東京都千代田区、代

表取締役社長：後藤正二郎）の３社は共同で、㈱アトリウムの子会社が所有する片瀬海岸の土地で運

営中のコインパーキング「Mr. P (ミスターピー)片瀬海岸駐車場」の壁面をアートに変えた。これは、「コ

インパーキングにデザインやアートを付加する」コンセプトのもと、壁面にアーティストが壁画を描くプロ

ジェクトで、コインパーキングが｢アート空間｣として生まれ変わる。これにより、壁の落書きを抑止し、コ

インパーキングの景観を維持する効果が見込まれる。KOMPOSITIONとしては今後、この付加価値の

高い新活動をサービスとして提供し、コインパーキングにおけるさらなる展開を目指す。 

 

このプロジェクトは、｢ART FOR ALL～街をキャンバスに変えろ～｣をキャッチフレーズに、ビルの壁面を

キャンバスに見立てアーティストが作品を描く｢リーガルウォール｣としてKOMPOSITIONがかねてより実

施しているものの一環。｢リーガルウォール｣は、アーティストに表現の場を提供することを目的に、2004

年来取り組んでいるKOMPOSITIONの核となるサービスで、渋谷区や世田谷区を中心に首都圏で活動

している。 

 

コインパーキング業界における「リーガルウォール」の導入は、安田開発㈱の「Mr.P」が初めてで、従来

はデザイン性と無縁であったパーキングにおいて他社との差別化が図れること、壁面への落書きを抑

止し｢美しさ｣を保つことにより利用者の利用意欲の高まりが見込まれること、そして地域に対してより良

い環境の提供が可能となることを期待し実施された。Mr.Pは日本サインデザイン協会の審査員特別賞

を受賞するなど、デザインやアートへの意識が高く、この付加価値の高いサービスを今後も積極的に

導入して行く。 

 

NPO法人KOMPOSITION代表・寺井元一は、「コインパーキングにもデザイン性の時代が来るだろう。

単に車を駐車する場としてのコインパーキングがアート空間に代わり、利用者にとって意味ある空間が

生まれることを期待している。今回の企画を足がかりに、パーキングをはじめ、表現の場として可能性

のあるスペースとのさらなるコラボレーションを視野に入れ、新しい場所にも挑戦したい」と述べている。 

 

◆特定非営利活動法人KOMPOSITIONとは？ 

2002 年 11 月の認証以来、「あらゆる表現者への表現の場を提供する」ことをモットーに、アート・デザインからスポーツま

で幅広い活動を行っている NPO 団体。アートジャンルでは都内を中心に、公共の壁面を利用して街・人・アートを結び

付ける「リーガルウォール」など、新しいプラットフォームの創造・提供を行っている。 

 

 

コインパーキングもデザインの時代！ 

コインパーキングの落書きをアートに変える 
    



 

《参考資料》 

片瀬江ノ島コインパーキング ‒ Mr. P リーガルウォール詳細情報 

■所在地： 神奈川県藤沢片瀬海岸 2-18  Mr. P 片瀬海岸第 1 コインパーキング‒ 

■完成日： 5 月 22 日（金） 

■壁画コンセプト： ｢波｣ --- ブルーのグラデーションを中心に流れるようなラインで海の雄大さや癒

しを表現 

■参加アーティスト： JunInoue 

1981 年神奈川県生まれ。 

｢和と洋の再解釈｣を重要テーマのひとつとして、グラフィティライターとして｢洋｣のアートカルチャーを吸

収し、書や盆栽などの日本文化特有の｢間｣を用いた繊細な美の追求への回帰を経て、それらを融合し

た近代的かつ時代を捉えた独自解釈をメディア上で表現する。 

2006 年には、世界有数のロックフェスティバル Summer Sonic に招待され、2008 年の野外ミュージック

フェスティバル metamorphose では 2000 人の聴衆を前にしたライブイベントも実施した。また、2008 年

にオーストラリアで行われたアートフェスティバル｢NOCOMPLY｣より出展オファーを受けるなど、海外か

らも注目を集める。 

 

 

現在、世田谷区駒沢にある en one tokyo のスタジオ内にスペースを設け制作を行っている。 

www.juninoue.jp 

  

     【ペイント前の壁面の様子】 
 


